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Regulation of micro-environment within the oviduct 
（卵管内の微細環境調節メカニズム） 














誘導型 NOS(iNOS)、estrogen receptor α(ESR1)、ESR2、P4 receptor、E-prostanoid receptors(PTGER2
および PTGER4)および F-prostanoid receptor mRNA発現量を検討した。2)上皮細胞に E2、P4、PGE2ま
たは PGF2αをそれぞれ添加し iNOS mRNA発現量を検討した。E2(10 nM)を ESR1または ESR2それぞれの
特異的拮抗剤と、PGE2(1μM)を PTGER2 または PTGER4 それぞれの特異的拮抗剤と組み合わせて添加し、
iNOS mRNA発現量を検討した。3)上皮細胞の iNOS mRNAおよびタンパク質発現に及ぼす EDN1の影響を検
討した。4)膨大部および峡部組織の EDN 受容体 A(EDNRA)および B(EDNRB)の発現量を検討した。5)冬季
および夏季の卵管組織中 PG合成酵素発現を比較した。6)単離した卵管上皮細胞を 38.5℃および 40.5℃
で培養した後、培養液中 PGE2および PGF2α濃度を測定した。1)卵管膨大部の iNOS mRNA発現量は排卵
日に高かった。一方峡部の iNOS mRNA発現量は黄体形成期に最も高く、卵胞期に低かった。峡部の ESR1 
mRNA発現量は卵胞期に高かった。2)峡部上皮細胞の iNOS mRNA発現量は E2によって抑制された。この
抑制作用は ESR1拮抗剤によって低減された。膨大部上皮細胞の iNOS mRNA発現量は PGE2および PGF2α
によって刺激された。PGE2 による iNOS刺激作用は PTGER2拮抗剤によって抑制された。3)膨大部上皮
細胞において EDN1は iNOS mRNAおよびタンパク質発現を刺激した。4)NO 合成誘導作用を持つ受容体
である EDNRBは、膨大部においては排卵後に発現上昇が認められた一方峡部においては有意な変化がな
かった。5)夏季ウシ卵管膨大部組織において、cytosolic PGES (cPGES) mRNAが冬季と比べて高い発現
を、carbonyl reductase 1(CBR1) mRNAは冬季と比べて低い発現を示した。6)膨大部上皮細胞において
高温培養が PGE2 濃度のみを刺激した。本研究より、排卵後の卵胞液中に含まれる PGs が卵管膨大部の
NO合成を誘導する可能性が示された。一方卵管峡部では排卵前 (卵胞期) に血中濃度の増加する E2に


























いて検討した結果、PGE2 のみ産生が低下し、PGE2/ PGF2α 比の乱れが卵管機能に障害を及ぼし受胎性
低下を招くことが示唆された。以上のことから、本研究では卵管生理機能を内分泌的・局所的に制御す
る物質だけでなく、環境要因などについても多面的に評価・解明したことは、家畜のみならずヒトの不
妊研究の基礎知見として極めて意義深いものである。本学位審査委員会はこれらの成果をまとめた本論
文ならびに参考文献を総合的に審査し、本論分が博士学位（農学）に値するものと判断した。 
